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News & Topics

「令和7年度のスタートにあたってのキックオフ大会」開催

全農石川県本部は、協同会社も含めたグループ全体の７年度計画の
周知と目標達成を目指し､「令和７年度のスタートにあたってのキック
オフ大会」を４月３日(木)と４日(金)に開催しました。
まず、中西県本部長より「昨年度は能登半島地震や９月の能登豪雨
といった過去に類を見ない困難に直面し、いまだ復旧の最中にありま
すが、今年度も災害からの復興に向け、営農の再建や生産基盤の確立
を柱に、総力を挙げて全力で支援していきます。また、2030年の目
指す姿である“なくてはならない全農”に向けて、各自の担当業務を一
つずつ確実に実施し、各部門とも連携を深め、成果を積み重ねていき
ましょう。くわえて、昨年度実施した若手との意見交換の場も継続し、自由な意見交換ができる雰囲気づくりに
努めていきます。厳しい状況が続きますが、全員で力を合わせて目標達成に向けて頑張りましょう。」と挨拶が
ありました。
続いて、全農本所高坂地区担当部長から全農全体の令和７年度最重点施策について説明があり、中村副本部長

からは県本部の７年度事業計画の概要説明とコンプラ
イアンス遵守の徹底についての指示がありました。そ
の後、各部長、ＪＡグループ石川営農戦略次長、協同
会社役員による７年度事業計画と重点施策の説明が行
われました。
最後に、職員代表が「５つの重点施策の実践を加
速化し、ＪＡの持続可能な経営基盤の確立・強化を
後押しするため、ＪＡ・全農・協同会社が一体とな
り、ＪＡ支援策を明確かつ着実に実行していきます」
と力強い決意表明を行い、大会を締めくくりました。

JA全農いしかわ精肉パックセンターの増築・改修完了
新精肉パックセンター稼働

精肉パックセンターの増築と改修工事が完了し、本会は４月９
日、金沢市佐奇森町にて完成式典を開催しました。式典にはＪＡ
全農いしかわ運営委員会の西沢会長をはじめ、中西県本部長、全
農本所の山田常務、㈱マルエーの蒔常務、㈱ジャコム石川の松本
社長および約30名の関係者が出席し完成を祝いました。
「新精肉パックセンター」では、外部侵入者を防ぐ虹彩認証の

導入や施設内の
動線の整備、
８℃設定の低温加工室など生産性の向上、衛生管理の機能強化
を図り、安全・安心で高品質な商品を提供していきます。
今後は、能登牛・能登豚を中心とした商品展開に加え、鶏包
装肉エリアの設置により、食肉販売事業の機能強化を図り、県
域のみならず、北陸エリア、そして更なる広域化への対応を可
能とする供給網を構築し、事業領域の拡大を目指していきます。

ＴＡＣ営農推進課 能谷・畜産販売課 馬場

新包装肉パックセンター

畜産
生産課
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「広域物流センター南加賀中継所」
出発式が行われました

４月２日（水）、小松市軽海町の「広域物流センター南加賀中継
所」にて、南加賀地区広域農家戸配送の出発式を執り行いました。
同施設は、南加賀地区の農家組合員に対する生産資材の戸配送拠
点として新設され、出発式には、多数の関係者や配送業者、関係機
関の代表が出席しました。
今後は、同施設を核とした、南加賀地区における「ＪＡ域をこえ
た広域農家戸配送体制」による配送合理化を実現し、物流業務の安
定化・効率化と担い手対応など事業推進力の強化を図っていきます。

３月29日、奥能登原木しいたけ活性化協議会が初めて主催する
「『のと115』春の収穫祭」が穴水町の能登ワイン醸造所で開催され
ました。地元の生産者やＪＡの協力のもと、「のと115」の即売やき
のこ汁、シイタケご飯のふるまい、収穫体験が行われ、多くの来場者
で賑わいました。
イベントでは、復興支援に感謝の意を込めて「がんばれ能登」を
テーマに掲げ、地域の元気を発信しました。きのこ汁とシイタケご飯

の無料配布では、熱々の料理
が約400食ずつ準備され、そ
の香りと味に来場者から絶賛
の声が相次ぎました。即売会には大小様々な「のと115」が並び、穴水
高校の生徒たちがしいたけ入り「ピザパン」を提供し、元気な売り声が
響き渡りました。
さらに、植菌体験や収穫体験も行われ、親子連れが賑やかにシイタケ
を収穫し、笑顔と歓声が溢れました。協議会の会長は「多くの支援に感
謝し、これからも生産に励みたい」と語り、このイベントを通じて、生
産者の想いや地域の活性化への意気込みが伝わりました。収穫体験の様子

イベントの様子

「のと115」春の収穫祭が盛況！
～復興応援ありがとう～【奥能登原木しいたけ活性化協議会】園芸課

肥料
農薬課
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たけのこ

ＪＡ金沢市胡瓜部会　松原部会長

ＪＡ小松市たけのこ
部会　山本部会長

ＪＡ金沢市加賀太きゅうり部会　山本部会長

旬を味わおう！ 石川の春野菜
きゅうり

加賀太きゅ
うり

　４月７日（月）、ＪＡ金沢市砂丘地集出荷場で春野菜
を代表する県内産「春きゅうり」の初出荷が行われま
した。
　２月以降の低温・日照不足の影響から生育がやや遅
れましたが、適切な栽培管理により初出荷を迎えるこ
とができ、シャキシャキとしたみずみずしい春きゅう
りが市場を通じて県内の量販店へ届けられました。
　ＪＡ金沢市では、５月中旬から下旬にかけて最盛期
を迎え、７月上旬までに約400ｔ（８万ケース）の出
荷量を見込んでいます。

　４月14日（月）、ＪＡ金沢市砂丘地集出荷場で加賀
野菜の一つである「加賀太きゅうり」の出荷が始ま
りました。
　２月以降の低温・日照不足の影響から生育がやや
遅れ、昨年より２日遅い初出荷となりました。
　10月下旬頃までに420ｔ（約8.4万ケース）の出
荷量を見込んでおり、関西・関東・中京市場など全
国へ順次出荷され、５月中旬から６月上旬には最盛
期を迎えます。

　４月11日（金）、県内産「たけのこ」がＪＡ小松市
東山たけのこ集出荷場から初出荷されました。
　夏場の干ばつや猛暑に加え、２月および３月の積雪
により生育が遅れ、例年より１週間遅れての初出荷と
なりました。小松市産のたけのこは、色が白く、やわ
らかで甘みがあるのが特長です。
　今年の出荷量は裏年のため、昨年の８割程度の15ｔ
を見込んでいます。以降、ＪＡ金沢市、ＪＡ石川かほ
くなど県内各地から順次出荷が開始され、４月下旬か
ら５月上旬にかけて出荷最盛期を迎える見込みです。

＃29日は加賀太きゅうりの日
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岡本右太夫翁の墓前で合掌する参列者

イベントの様子 in 近江町市場

　４月15日（火）、「第58回たけのこ感謝祭」（主催：石川県野菜
園芸協会、後援：本会）が金沢市寺町の妙福寺で行われ、生産
者を始め、ＪＡ・行政・流通関係者ら約20名が出席しました。
　この感謝祭は約250年前に江戸から県内に初めて「孟宗竹」
を持ち帰り、今日のたけのこ産地の礎を築いた「岡本右太夫 
翁」の墓がある同寺で毎年開催しています。県野菜園芸協会の
西沢会長は「生産は減少傾向だが、たけのこを求める県民の声
は根強く、高品質の安定生産、有利販売をお願いする。」と挨
拶しました。関係者らは翁の遺徳を偲ぶとともに、本年産のた
けのこと併せて県産青果物の豊作と有利販売を祈願しました。県産たけのこはＪＡ小松市、ＪＡ金沢市、ＪＡ石
川かほくより出荷され、裏年の今年は約160ｔの出荷を見込んでいます。

第58回たけのこ感謝祭
～令和７年産たけのこの豊作と有利販売を祈願～園芸課

　４月29日（火・祝）、「２と９りの日」にちなみ、加賀太きゅうり
の魅力を広くＰＲしようと金沢市の近江町市場にて「加賀太きゅう
りフェアin近江町」が開催されました。加賀太きゅうりは通常の
キュウリの約５倍の重さを持つ加賀野菜の一つです。
　当日は、加賀太きゅうり部会長の山本さん、ＪＡ金沢市、全農い
しかわの担当者が用意した「麻婆太きゅうり（肉と加賀太きゅうりを
炒めた）」、能登原木しいたけ「のと115」を使用したスープ、そし
て漬物が提供されました。また、数量限定で無料配布された「加賀
太きゅうり」もすぐに終了となり、多くの来場者で賑わいました。
来場者からは「柔らかく、とろりと口に入る。味もしっかりしている」といった声や、「肉とあっていて、とて
もおいしい」といった感想が寄せられ、皆様に大変喜んでいただけました。

　イベント企画担当者は「金沢を代
表する加賀野菜をもっと広めたい。
地元の方には新しい食べ方を知って
もらいたい」と述べ、イベントの成
功に感謝の意を示しました。
　今後も地域の特産品の魅力を伝え
るイベントを積極的に企画し、皆様
に楽しんでいただけるよう努めてま
いります。

園芸課

●岡本 右太夫（おかもと うだゆう） 
　加賀藩割場足軽。島津吉貫公より将軍家に献上され吹上苑にて繁茂してい
た孟宗竹を明和３年（1766年）に県内に持ち帰り、金沢桜小路（現在の寺町
付近）の自宅に植える。これは間もなく枯れたが、明和７年再度江戸に上が
り持ち帰ったものが繁殖し、県内各地に移植され今日のたけのこ産地となる。

加賀太きゅうりフェアin近江町
…毎月29日は『２と９りの日』　ＰＲ試食会…

ふ きゅう

ふ きゅう

イチオシメニュー「麻婆太きゅうり」
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こんにちは！ジャコム石川です。
いつもＡコープや共同購入をご利用いただき
ありがとうございます。たくさんの「エー
コープマーク品」からおすすめ品をご紹介し
ていきますのでチェックしてみてくださいね。

ＪＡグループのプライベートブランド商品です。国産農畜産物を
優先的に利用し、国内製造・国内加工、環境へも配慮し、食品
添加物の摂取低減を基本とした安全・安心な商品です。

今回は「なす漬けの素」をご紹介します。
風味豊かな色の良いなす漬けが手軽で簡単に
できます。なすだけでなく、いろんな野菜を
漬けることができます。

「エーコープマーク品」ってなに？

エーコープマーク品
なすだけじゃなく、水菜、小松菜、
かぶらの葉っぱ、高菜、菜の花などの
青菜を漬けても美味しいよ！

　４月12日（土）、いしかわ総合スポーツセンターにて行われた金沢武士団ＶＳ香川ファイブアローズのホーム戦
にて、「ひゃくまん穀おにぎり 石川県産筍和風煮【期間限定】」の無料配布イベントを実施しました。
　ひゃくまん穀おにぎりは、期間限定の「石川県産筍和風煮」として300個を提供しました。開始前から多くの
ファンが列を作り、おにぎりは配布開始後約10分で全て配布しました。また、選手にはひゃくまん穀おにぎりを
50個提供し、大変喜んでいただけました。
　ファンからは「ひゃくまん穀のおにぎり嬉しい」「たけのこ、好きです！」などの喜びの声をいただき、イベ
ントを通じて多くの方にひゃくまん穀と石川県産たけのこの魅力を伝えることができました。
　今後も同様のイベントを企画・実施することで、「ひゃくまん穀」などの石川県産農畜産物のさらなる認知度
向上と消費拡大を図りたいと考えています。

米穀課
園芸課

金沢武士団ホーム戦にて、
ひゃくまん穀×たけのこPR！

金沢武士団の選手へ 来場者へおにぎり配布

ＪＡのと 女性部
 赤田 美枝子 様
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